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それぞれのクラスで広がるごっこ遊び・・・ 

 『11 ぴきのねこ』の絵本の⿂釣りをしている場⾯を⾒
て、「私たちも⿂釣りしたい！」と⾔って⿂釣りの遊びが
始まりました。「海の中にはこんな⿂もいるよ！」と図鑑
を⾒ながら様々な⿂をラキューで作っていくうちに、⿂
の種類もどんどん増えていきました。遊びを進めていく
うちに「せっかく⿂を釣ったなら⾷べたいよね…」とい
う声が上がり、焼き場を準備すると⾃分の釣った⿂をあ
みで焼いて⾷べることを楽しみました。 
 ⿂を焼いて⾷べる遊びが始まると、「この⿂は⾷べられ
るの？」「これは⾷べられないよね！」という⿂が出てき
ました…。そこで、みんなで『⾷べられる⿂』『⾷べられ
ない⿂』と仕分けして⾷べられない⿂は⽔族館を作って
飾ることに！⽔族館も作り始めるとラキューだけではな
く、まんだら塗り絵で⿂やクラゲを作ったり、みんなで
⼤きなジンベイザメを作ったり、絵本に出てくる「にじ
いろのさかな」を作ってみたりと様々な⽅法で⿂作りを
楽しみました。みんなで作った⽔族館に他のクラスの友
達も招待し、⾃分たちが作った⿂を紹介しながら⽔族館
ごっこも楽しみましたよ。 
 遊びを通して、海の⽣き物への興味がどんどん広がっ
ていった⼦どもたち。楽しいからこそ『知りたい』『やっ
てみたい』につながることを感じました。 

 暑さが増し、冷たいものがおいしく感じられるようにな
り、⼦どもたちからも「かき氷⾷べたくなってきた！」と
聞かれ、「ブルーベリーとうさんのブルーベリージャムが⾷
べたいな。」という声もちらほら…。そんな時、「ブルーベ
リーとうさんのブルーベリーとこけももかあさんのこけも
ものかき氷屋さんすれば、どっちも⾷べられるんじゃな
い？」というナイスアイデアが⼦どもたちの⼝から⾶び出
しました。それはクラス⼀同⼤賛成！早速、かき氷屋さん
の準備に⼊る⼦どもたちでした。「かき氷屋さんで何が必要
け？」「カップ！スプーンも！」「じゃあ、カップ作るわ！」
「こっちはスプーン作るね。」と必要な物は作る姿や⾃然と
役割分担が出来ている姿には感⼼します。同じ楽しみ、⽬
的を持つ者同⼠の繋がりも感じられる姿ですね。 

準備が整うとお店のオープンです。店員さんは⼿際よく
かき氷を作り、お客さんも迷う仕草をしながら注⽂。なん
ともかわいらしいやりとりが⾒られます。「ポイントカード
も作ろう！」となり、ラキューでカードとスキャナーがあ
っという間に出来上がり、「ポイントカードは作ります
か？」「はい！」「ピッ！」のやり取りも加わり、⽇常の⽣
活での経験が⾒られて楽しさも増しています。 
 ⼦どもたちの中にあるやってみたい、⾯⽩そうの気持ち
は遊びに繋がる第⼀歩！その気持ちを⾒逃さず⼤切に遊び
を楽しんでいけるようにしていきたいと思います。 
 

１組 魚釣り・水族館 ２組 かき氷屋さん 

絵本を通して知る「いろいろな気持ち」 
 毎⽇⼀緒に遊んで、⼀緒にご飯を⾷べ
て、⼀緒に寝て…と過ごす中で『友達』の
存在は⼦どもたちの中では⼤きく、また、
⼤切になってきています。「友達と⼀緒に
いるとなんだか嬉しい」「どうしてこんな
気持ちになるのかな？」「友達はどう思っ
ているのかな？」など、絵本を通して⾃分
の気持ちや友達の気持ちに気づき、考える
きっかけになればと思っています。	
 そこで保育室で⼦どもたちと楽しんで
⾒ている「いろいろな気持ち」を感じられ
るような絵本を紹介します。ご家庭でもお
⼦さんとぜひ読んでみてください。 
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